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住民無視の高島平
110ｍ高層住宅と道路整備計画

　都議会自民党が裏金づくりをシステム化し、多くの議員が裏金をつ
くっていたことが判明。共産党都議団が入手した都議会自民党の内部文
書には、2019年12月開催の政治資金パーティーで「中抜き」を指示し、
「都連所属衆参議員46名、1人30枚配布」と国会議員にもパーティー
券が配布されたことが記述されていました。いつから、どのくらい裏金
に関与し、何に使ったか、徹底的に明らかにするべきです。
　荒川なお区議は、坂本区長に対し、3月5日、代表質問に立ち「区長
は元都議会議員として、都議会自民党に所属し、区長就任した後も、現
職の自民党都議会議員の応援をしてきたこと」を指摘。「その立場から、
都議会自民党の裏金問題について、真相を明らかにするよう当事者に求
めるべきではないか」と質しました。坂本区長は「特に何か、行動を起
こす考えはない」と答弁しました。

　昨年6月に住民に明かされた「高島平2・3丁目周辺地区
　地区計画」に怒りの声が広がっています。区は、高島平2
丁目UR団地の建て替えを前提に、再整備地区の高さ制限を
現在の45ｍから110ｍへ緩和するとしています。しかし、
住宅の高さも住宅戸数も何一つ明らかにならず、公共施設
の配置場所もURの配置建て替え後がどうなるか、駅前を含
むまち全体がどうなるのか、住民に知らされていません。
　いわい桐子区議は、区長に対し（2月13日の本会議）「UR
新築住宅の内容と2・3丁目全体の計画を具体化してから「地
区計画策定」というスケジュールにできない理由を示せ」
と質しました。区長は正面から答えませんでした。予算審
査特別委員会で、山内えり区議（３月18日の総括質疑）では、
URの建設工事は3年先の着工であることを明らかにし、「住
民合意が得られていない。今年6月の地区整計画策定を延
期すべき」と追及しました。まちづくり推進室長は「策定しないと計画
はすすまない」と区とURの都合のいい答弁をしました。
　計画は区の判断で止めることができます。住民の声に耳を傾けて一旦
立ち止まるべきです。
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選択的夫婦別姓制度
意見書を提出することを求める陳情

　第1回定例区議会に提出された「選択的夫婦別姓制度の導入に向け
た国会審議の推進を求める意見書を提出することを求める陳情」に対
し、自民・公明・参政は「不採択」に。各会派の態度は以下のとおりです。

陳情第90号　選択的夫婦別姓
制度の導入に向けた国会審議
の推進を求める意見書を政府
及び国会に提出することを求
める陳情

共産
6

〇

会派名・議員数

×

自民
16

×

公明
10

〇

民ク
7

〇

維新
2

〇

未来
2

×

参政
1

〇

無
1

不採択

結果

〇賛成　×反対　★退席　　　※民ク…民主クラブ（立憲 5、国民 1、社民 1）

　板橋区で2025年度、公契約条例について、2年後の
施行を目指して検討がはじまりました。
　公契約条例は、地方自治体が公共工事や業務委託な
どを行う際に、労働者の賃金や労働条件を適正に保つ
ための規定を設けるための条例です。世田谷区では区
が発注する事業の最低賃金を1,230円に設定するなど、
発注する事業の賃金を東京都の最低賃金よりも高く設
定することが可能です。特別区では15区が既に制定し
ていますが、板橋区はまだ制定されていません。区議
団は繰り返し実施を求めてきました。他区の条例を踏
まえ、賃金の引き上げを明記し、前倒しで実施するよ
う力を尽くします。
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学用品無償化など
10億円を超える予算修正を提案

長崎の平和像

緑地を分断する道路計画予定地

荒川なお区議

物価高騰から暮らしを守る区政へ
第１回定例会報告

★国民
　民主


